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道徳の学びと対話
杉中　今日は，道徳科における「対
話的な学び」について，先生方と考
えていきたいと思います。対話には，
大きく四つのものがありますね。「教
材との対話」「授業者との対話」「子
どもどうしの対話」，そして，「自己
内対話」です。道徳科では，こうし
た対話を通して，自分の生き方を深
く考えていくことになるのだろうと
思います。
　まず，あえて，先生方に問いたい
のですが，なぜ，道徳科の学びにと
って，対話が大切なものであり，必
要なものなのでしょうか。
荻原　私は，対話という営みは，自
分を「客観視」するプロセスとして
大切なものだと考えています。日常
的に，「これって大事だよね」とか，
「これでいいんだよね」と思ってい
ることを，対話の中で「どうして」
と問われると，改めて自分が大事に
してきたことを，「なんでだろう」
と考える。それが，自分の考えや経

えなんだという経験を，ちょっとず
つ，毎時間積み重ねていくことが大
事だと思っています。
　そうすることによって，今までの
自分の考えはよかったのかなとか，
そんないい考えもあるんだななどと，
見つめ直すことにつながっていきま
す。違いがあるというのを実体験し
ていくのが，対話であり，それが自
分を見つめることにもなると思いま
す。

対話的な学びを	
成立させるために
杉中　私たちは，対話というものに，
性急に「共感」を求めがちですが，
道徳科における対話的な学びにおい
ては，まずは，自己を「客観視」す
ることや，他者との「違い」に気づ
く経験を丁寧に積み重ねていくとい
うことが鍵になりそうですね。
　とはいえ，実際の授業では，子ど
もが本音を語りたがらない，なかな
か話が盛り上がらないと，悩まれて
いる先生も多いと思います。道徳科
の授業で，対話的な学びを成立させ
るための前提や条件，対話を進めて
いくうえで大切にしていることを，
聞かせてください。　
荻原　対話が，学習活動として意図
的に取り入れられ始めた頃，自分の
中で葛藤がありました。感じたこと
や思ったことを自由に話し合ってご
らんという授業，つまり，子どもに
主導権を与える授業をたくさん拝見
しました。しかし，多くは盛り上が

験を客観化して見るということにつ
ながるのだと思います。つまり，自
分との対話，友達との対話を通して，
自分の経験を子ども自身が価値付け
たり，他の経験と関連付けたりして
考えることができる。その点で，対
話は，道徳科での学びを深めるため
の大切な鍵になると思います。
尾崎　確かに，荻原先生のいう客観
視ということはとても大事ですよね。
　私は，対話を通して，「違い」に
気づかせることを大切にしています。
学校という場所は，同じ年齢の子た
ち，しかも，たいていは同じ地域に
住んでいる子たちが通っていて，ず
っと同じような人間関係が続いてい
るような場所です。子どもたちは意
外と，自分と周りは「同じ」だと思
って生活しているんです。そんな中
でも，自分の考えや価値観を話すこ
とによって，自分と相手は違うんだ
と気づくことができます。いつもい
っしょに遊んでいる友達でさえ，自
分と違う考えをもっている，人間と
いうのは違う考えがあってあたりま

るけれど，深まらないんですよね。
自分でも，いろいろ悩みながら実践
を重ねてきましたが，今は，教師側
が，何を子どもたちに考えさせたい
かという明確な指導観を前提として
もつ必要がある，と考えています。
尾崎　私は，対話の学びが成立する
条件として，まず対話が成立する「土
壌」というものを重視しています。
特に，小学校では，学級経営，ある
いは，道徳科以外の時間に，どのよ
うに過ごしているのかが，大事だと
思います。つまり，それは，「学級
の中で多様な考えがあることを認め
合えているか」ということです。「ど
の子もみんな違っていていいんだ」
「何を言ってもいいんだ，思ったこ
とを素直に出していいんだ」「誰か
絶対，助けてくれるんだ」という信
頼感，そういうものがないと，本音
は出せないと思います。
　そういう「土壌」があったうえで，
荻原先生が言われたように，思わず
考えを語りたくなるような問いや，
他の人の考えを聞いてみたくなるよ
うな問いを，教師が明確な指導観を
もって設定することが，大切だと思
います。なんとなく，何をしたのか
なと思ってしまう授業って，単に教
材を学ぼうとしている，つまり，教
材の理解にとどまっているものが多
いと思います。何に目を向けて，ど
ういうふうに生き方を考えさせたい
のかというところを明確にしている
ことが，必要だと思います。
　それから，私は，「わからない」
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と言えることを，大事にしています。
道徳では，答えがわからなくなって，
立ち止まって迷ってもいい。何か答
えがないと対話ができないというわ
けではなくて，自分の状態が言えた
ら，わかっているのか，わかってい
ないのかが言えたら，そこから対話
が始まる，と考えています。
杉中　道徳科の授業は，「生き方」
を問うているわけだから，本来，間
違いも正解もないんですよね。立ち
止まることもある。一見とんちんか
んに思えるような意見だって，それ
が鍵を握って，子どもどうしの対話
が深まることがあるじゃないですか。
尾崎先生のおっしゃる土壌，お互い
が違いを含めて認め合えるような，
失敗が許されるような場というのが，
道徳科の授業を行ううえでの大前提
といえますね。

子どもどうしの対話を	
促す工夫
杉中　昨今，授業者と子どもとの対
話を念頭に置いた授業論が多いよう
に感じますが，本来大切なのは，子
どもどうしの対話をもっと促進して
いくことです。その点で，工夫して
いること，気をつけていることはあ
りますか。
尾崎　私も，子どもどうしの対話こ
そが，大事だと思っています。私は，
授業では，あまりしゃべりません。
そして，私自身がわかり切っている
ことを発問しないようにしているん
です。自分の中に答えがないからこ
そ，子どもの発言を，なるほどと思

交流し合うのを促進するファシリテ
ーターの役を担っている。これは間
違いなく，子どもの対話を促進する
ような動きですよね。まさに今，尾
崎先生がおっしゃった，ファシリテ
ーターとしての教師の役割といえま
すね。荻原先生，中学校ではどうで
すか。
荻原　私は，グループトークを意識
的に取り入れています。ペアでの対
話の場合，自分が何を考えているか
を明確にして終わることも多いので
すが，グループにすると，複数の感
じ方や考え方が出てくるので，それ
を比較検討することで，考えが深ま
るんです。
　中学2年生の教材「嫌われるのを
恐れる気持ち」を，2時間扱いにして，
ひと手間かけたグループトークを行
いました。まず，主人公の気持ちに
共感するか，しないかをそれぞれに
考えさせます。そして，同じ考えの
子を4人程度のグループにして，共
感する，あるいは，共感しない理由
を話し合わせ，ホワイトボードに書
かせます。ただし，ボードに意見を
書かせただけで終わってはもったい
ない。その後，どうすれば対話が生
まれるか。私は，そこにポスターセ
ッションふうの活動を取り入れてみ
たんです。4人グループのうち2人
は自分の場所にとどまって，残りの
2人は異なる立場のグループの考え
を聞きに行く。考えを聞いたら，ま
た自分のグループに戻って，聞き取
ったことを同じグループの子に伝え
る。それを2回，繰り返しました。

いながら聞けるんです。もちろん捉
えさせたい道徳的価値はありますが，
その価値に行き着くまでの道のりは，
ひと筋ではないので，いっぱい考え
方があるんだろうなと思いながら聞
くようにしています。
　いろいろな考えが出てくると，他
の子たちがそれを理解しているかき
きたくなるので，発表者が言ってい
ることに対して，必ず子どもに反応
させるようにしています。うなずい
たり，なるほどと言ったり，何でも
いいんです。その反応を見て，「今，
納得しているみたいだけど，何に納
得したの？」ときいて，子どもどう
しで理解し合えているかを確認した
り，疑問を出していったりします。
杉中　教師が「わかっていることを
問うこと」，つまり，「正解主義」は，
子どもどうしの対話を阻害する一つ
の要因といえますね。尾崎先生のお
話を聞いて，先日拝見した小学校の
授業実践を思い出しました。
　子どもたちが中心発問のときに，
1人 1枚，A4サイズのホワイトボ
ードを持って，自分の思いや考えを
書くんです。書いた後，先生が「交
流タイム」と宣言すると，自席を離
れて，そのボードを持って，お互い
が意見を聞き合います。4，5分です。
この交流の後，先生はこういう問い
を入れたわけです。「〇さん，誰の
意見が気になった？」と。あるいは
「□さんはどう書いていた？」「△さ
んも似たようなこと書いていなかっ
た？」と。つまり，先生は，子ども
どうしがお互いの意見を意識し合い，

1回目のときは，単なる言い合いに
なってしまったんです。しかし，2
回目に回ったときに，「確かにそう
だよね」と，自分自身の経験を振り
返っている子も出てきて，広がりと
深まりが出てきたなと思ったんです。
杉中　まさに，初めに伺った，「違い」
や「客観視」という要素を押さえた
実践といえますね。尾崎先生，子ど
もどうしの対話という点では，発達
段階から見て，小学校ではなかなか
難しい面もあると思いますが，工夫
されていることはありますか。
尾崎　私は，「脳内会議」という実
践をやっています。あることで葛藤
している登場人物の脳の中に，みん
なで入って話し合うという設定の活
動です。こう，子どもたちに呼びか
けるんです。「主人公は，脳の中で，
『きっと，これはこうするべきだ』
とか，『いや，しないほうがいい』
とか相談をするはずだから，それを
みんながこの主人公の脳の中にいる
と思って，話し合ってみよう」と。
　この目的は，合意を生む話し合い
にするということなんです。子ども
から，多様な考えは出るんだけど，
それが出ただけで終わることがまま
あって，ずっと課題に感じていまし
た。出た意見を，これが大事だって
わかったよね，と教師がまとめるの
ではなく，子ども自身が，何が大事
かをまとめていくためには，どうし
たらよいかと考えました。そこで，
「脳内会議」として，「まとまらないと，
この主人公は動けないよ」という設
定を考えたんです。私は，4年生の「絵
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はがきと切手」，5年生の「ブラン
コ乗りとピエロ」，6年生の「手品師」
などで実践しました。主人公が葛藤
し，道徳的によりよい行動をとった
結末になっている教材であれば効果
的だと思います。

対話のもつ力
杉中　ポスターセッションも「脳内
会議」も，意見や考えの出し合いで
終わるのではなく，ひと工夫加える
ことで，「対話的な学び」に劇的に
変わることを示してくれます。さて，
最後に，今回のテーマについて，改
めてお考えになったことを聞かせて
ください。
荻原　道徳の学びでの対話が，一時
的なもので終わるのではなく，地域
社会などへ，継続的につながってい
ってほしいなと改めて思いました。
　そのためには，もちろん自分の考
えをもつことが大事ですが，なぜ相
手がこのような発言をしたのだろう
と，発言の背景とかプロセスまで想
像できる子どもに育てていきたいな
と思います。つまり，「聞く力」です。
自分にも，それぞれいろいろな葛藤
があって，現在の自分がいる。今，
目の前にいる相手もいろんな経験を
して，今ここにいる。それぞれが，
それぞれのストーリーを紡ぎながら
生きている。こうしたことを共有し
たうえで，自己理解を深めていける
道徳科の授業ができたらすてきだな
と思います。そのためにも対話を，
大事にしていきたいなと思いました。
尾崎　全くその通りだと思います。
これまでは，自分の話したいことを
話せるということが，重視されてき

　春期にさしかかると，話し下手だからと悩む子
どもたちが増えていきます。たいてい，「人と

話すのが苦手」「『空気』を読むことが苦手」といった
気持ちにさいなまれます。そのため，対話どころか，
難しいことを話し合おうという雰囲気の授業は，はな
から逃げ腰になります。ですが，実は話し下手の問題
は「話すスキル」「空気を読むスキル」が苦手という
よりは，むしろ「注意」を共有するという「共同注意」
の力がまだ弱いからかもしれません。

コミュニケーションの大本は「共同注意」の力

先生が授業中に黒板に何か書き始めると，生徒が一
斉にそこに目をやります。これが「共同注意」です。
同じ空間の中で，人が他の人と同じようにモノ・コト・
人に対して一斉に注意を向けることを指します。さら
にいうと自分が他の人と同じように，その対象に対し
て注意を向けていることを知っている状態ともいえま
す。
こうした力は，赤ちゃんの時から発達します。下図
のように，1赤ちゃんは親とアイコンタクトを通わせ
ながら，しだいに，2相手が何に注意や関心を向けて
いるかを共有するようになります。やがて，3相手が
何を見ているかに注意がいき，さらに相手が見ている
対象に自分の注意を向けるようになります。赤ちゃん
は，言葉を獲得すると，指差しながら「ワンワン」と

たように思うのですが，対話を考え
たときに大事なことは，「聞く力」
だと思います。教師って，とかく子
どもたちに話させよう，発表させよ
うとしますけど，そういうとき，発
表している子どもしか見ていないん
ですよね。そうではなくて，聞いて
いる子どもたちに焦点を当てて，自
分の授業を見直すことが，これから
特に大事だなと思っています。ただ
単にぼうっと聞くのではなくて，荻
原先生が言われたように，相手の思
いを理解しようと思って聞く力をつ
けてやりたいなと思います。
　それから，子どもたちには，対話
によって成し遂げられることは大き
いんだという，「対話のすごさ」と
いうものを，学校にいるうちにしっ
かり体験してもらいたいなと思って
います。対話を試みることで，世界
規模の問題でも解決へ向かう一歩が
つくれるんだという，対話のもつ力
というのを，日々の授業の中で体感
して成長していってもらいたいなと
思っています。
杉中　コロナ禍の状況で，私たちは，
改めて対話の必要性，つながってい
くことの大切さに気づかされました。
私は，学校教育を支えているいちば
んの根本の力が，対話だと思うんで
す。そして，その対話の大切さを，
子どもたちに伝えていけるのが，ま
さに，道徳科の時間なのだと思って
います。今日，その思いを，いっそ
う強くしました。
　先生方，本日はありがとうござい
ました。次は，直接お会いして語り
合えることを楽しみにしています。

対象に注意を向けたことを表現するようになります。
その際，親が「ワンワンだね」と応答してやると，赤
ちゃんは，親といっしょに対象を共有している三角形
の世界（これを「三項関係」とよんでいます）を認識
するようになります。このように関係を認識すること
は，信頼や共感につながる感情を共有することにつな
がります。これが「共同注意」の本質です。

対話を成立させるために

道徳の授業では，「対話」が重要な活動になります。
対話を成立させるためには，この共同注意の力は，ど
の年齢であっても欠かすことができません。相手が何
に注意を向けているか，それを共有することが対話の
前提となるからです。ですから，相手の話に耳をそば
だて，相手が関心を向けようとしていることを能動的
に共有しようとする姿勢を育てることが大切なのです。
子どもたちに対話を促すとき，「今，○○ちゃんは，
△△に関心を向けているね。」と先生が声をかけるこ
とは，この力が未熟な子どもたちにはたいへん効果的
な支援になります。そして，共感する力も育てます。
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第　回 「対話」─コミュニケーションがうまくいかないのは，
　　　　　　　 話し下手だからと思っていませんか？
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